
®=BASF社の登録商標

「幼虫」を防除することが、
カメムシ対策の新常識です。

大豆生産者の皆様へ

カスケード乳剤の活性一覧

カスケード®乳剤は、だいずの主要カメムシ類幼虫に対して非常に高い活性を示します。

特大 大 中 小【殺虫効果】

幼虫 成虫

ホソヘリカメムシ クサギカメムシ ミナミアオカメムシ イチモンジカメムシ

・ 大豆を加害するカメムシの幼虫に優れた効果
・ チョウ目害虫やハダニ類を同時防除
・ 無人航空機での防除も可能

殺虫剤

ミナミアオカメムシ 幼虫

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫



社内試験結果（効果的な散布タイミング）

BASF-0209 1
202103

このチラシの記載内容は2021年3月現在のものです。

●使用前にはラベルをよく読んでください。 　●ラベルの記載以外には使用しないでください。 　●小児の手の届く所には置かないでください。
●使用後の空容器は圃場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。 　●防除日誌を記帳しましょう。

■適用害虫と使用方法（だいずのみ抜粋）

社内試験結果（カメムシ被害粒調査）

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町3丁目4番4号
OVOL日本橋ビル3階 7 0 1 2 0 - 0 1 4 - 6 6 0
h t t p s : / / c rop -p ro t ec t i on . bas f . co . j p /

作物名 適用害虫名 使用方法希釈倍数 使用液量 本剤の
使用回数

フルフェノクスロンを
含む農薬の総使用回数

使用時期

2回以内 2回以内
100～

300R/10a

0.8R/10a 無人航空機による散布

散布
収穫7日前まで

ハスモンヨトウ
ウコンノメイガ
カメムシ類
ハダニ類
マメシンクイガ
フタスジヒメハムシ
ダイズサヤタマバエ

だいず
4000倍

32倍

詳細はWEBでも
ご覧いただけます。

■登録番号：第18500号
■有効成分：フルフェノクスロン……10.0％
■毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称） 殺虫剤分類 15

2014年　BASF社内試験（田原研究所　屋外ポット試験）
供試作物 ： だいず（フクユタカ）
対象害虫 ： ミナミアオカメムシ
  （9月30日及び10月17日の2回、卵塊を全区葉上接種）
播 種 日 ： 8月6日
散 布 日 ： 9月29日（開花期）、10月16日（子実肥大期）
調 査 日 ： 11月15日
調査方法 ： 収穫後に被害粒数調査（3反復平均）

カスケード乳剤
4000倍
（開花期）

カスケード乳剤
4000倍

（子実肥大期）

B剤
1000倍
（開花期）

C剤
2000倍

（子実肥大期）

無処理

カメムシ類の
発生消長

開花期

散布適期

子実肥大期

カメムシに被害を受けた大豆は、吸汁されることにより
扁平したり、表面に小さな吸汁痕が見られます。

カスケード乳剤の開花期散布は子実肥大期以上に
効果的で、C剤の子実肥大期散布と同等だった。

吸汁痕
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2018年　BASF社内試験（福岡県小郡市）
供試作物 ： だいず（フクユタカ）
対象害虫 ： ミナミアオカメムシ主体
散 布 日 ： 開花期（カスケード乳剤32倍）、子実肥大期（A剤）
散布方法 ： 無人ヘリ散布
調査方法 ： 各区5か所から収穫後に被害粒数調査
  被害粒率は調査粒数における健全粒数の割合から算出 

カスケード乳剤（開花期）⇒A剤（子実肥大期）

被害粒率（カメムシ）

A剤（子実肥大期）

カスケード乳剤を開花期に体系処理することで、
カメムシ等の被害粒率が約23％減少した。
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被害粒率（カメムシ+その他害虫）

■散布タイミング




